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区
で
五
十
五
名
表
彰

文
化
の
日
　
功
労
精
勤
篤
行
者
を

秋
晴
れ
の
十
一
月
三
日
、
文
化
の
日
に
、
区
で
は
教
育
事
業
、
福
祉

事
業
、
地
方
自
治
の
進
展
や
産
業
技
術
改
善
の
た
め
に
功
労
の
あ
っ
た

人
、
ま
た
各
界
の
永
年
勤
続
者
や
篤
行
者
な
ど
の
事
績
を
た
た
え
て
五

十
五
名
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
方
た
ち
が
、
今
後
も

そ
の
道
に
励
み
、
区
民
の
手
本
と
な
る
よ
う
に
激
励
し
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
と
、
そ
の
事
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
永
年
、
区
の
消
防
に
尽
く
し
、

功
績
の
あ
っ
た
人

小
泉
平
十
郎
、
荒
井
竜
太
郎
、河

内
忠
一
、
田
中
藤
吉
、
瀬
田
国
吉

足
立
房
長
、
江
川
作
次
郎

▽
永
年
、
足
立
区
立
学
校
P
T
A

会
長
と
し
て
学
校
教
育
事
業
の
た

め
に
尽
く
し
た
人

日
比
谷
竹
次
郎

▽
区
立
学
校
等
に
二
十
年
以
上
勤

続
し
、
学
校
教
育
に
つ
く
し
た
人

花
井
三
夫
、
里
野
清
一
、恩
田
静

子
、
花
沢
正
雄
、
中
越
米
子
、石

井
玉
子
、
渡
辺
竜
馬
、
伊
藤
公
、

刀
川
芳
夫
、
鈴
木
俊
子
、
高
野
郁

郎
、
植
松
喜
代

▽
私
立
学
校
に
二
十
年
以
上
勤
続

し
、
私
学
教
育
に
つ
く
し
た
人

品
川
義
郎
、中
村
太
郎
、
祷
秀
雄

▽
温
室
球
根
類
の
促
進
栽
培
技
術

の
改
良
に
功
績
の
あ
っ
た
人

日
比
谷
源
蔵

▽
工
業
従
業
員
と
し
て
二
十
年
以

上
勤
続
し
他
の
模
範
と
な
っ
た
人

小
櫃
時
蔵
、
久
保
田
吾
市
、
山
本

亘
、
鹿
野
谷
豊
吉
、
磯
安
幸
、
鈴

木
栄
松
、
大
足
綾
子
、
今
村
鶴
次

星
野
郡
司
、
高
橋
光
三
、
花
清
次

三
郎
、
関
一
男
、
石
川
一
郎

▽
土
木
事
業
発
展
の
た
め
に
尽
し

た
人

大
室
徳
三

▽
堀
に
落
ち
て
溺
れ
て
い
た
幼
児

を
助
け
た
人

向
佐
秀
雄
、
片
山
春
子

▽
青
少
年
の
保
護
育
成
に
深
い
関

心
を
寄
せ
多
額
の
寄
付
を
し
た
人

山
下
貞
吉

▽
区
の
職
員
と
し
て
永
年
勤
続
し

地
方
自
治
の
た
め
に
尽
く
し
た
人

井
形
峰
治
、
藤
田
五
郎
兵
衛
、
岡

田
国
雄
、
梅
山
純
二
、海
老
原
和

夫
、川
村
七
郎
、
長
峯
千
代
子
、

高
野
山
太
郎
、
大
坪
一
江
、
桑
原

昭
吉
、
原
み
つ
、
山
上
礼
子
、
豊

田
春
吉
、
岩
井
繁

( 表 彰さ れた 方 々)
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三
億
二
千
八
百
万
円
が
灰
に

足
立
区
の
火
災
　一
年
間
に
三
六
九
件

千
住
・
西
新
井
両
消
防
署
の
調
べ

で
は
、
昨
年
一
年
間
に
お
き
た
足

立
区
の
火
災
は
三
六
九
件
に
も
の

ぼ
り
、
そ
の
損
害
は
三
億
二
千
七

百
九
十
九
万
余
円
と
い
う
た
い
へ

ん
な
金
額
に
た
っ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
火
災
を
原
因
別
に
み
ま
す

と
、
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
が
第

一
位
を
占
め
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
か
ら
お
き
て
い
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
、
少
し

で
も
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
た
い
も

の
で
す
。

■
吸
い
が
ら
の
投
げ
す
て
を
や
め

ま
し
ょ
う

た
ば
こ
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
や
、
危
険
物
の
貯
蔵
、取
扱

い
場
所
の
付
近
で
は
吸
わ
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

■
　
熱
器
具
は
正
し
い
知
識
と
取

扱
い
で

石
油
ス
ト
ー
ブ
、石
油
コ
ン
ロ
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
正
し
い
使
い
方

を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
不
注
意
の

た
め
に
火
事
に
な
る
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
取
扱
い
や
、
あ
と
始

末
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
　
消
火
器
や
、
防
火
バ
ケ
ツ
な

ど
は
き
ま
つ
た
と
こ
ろ
に
備
え
付

け
ま
し
よ
う

消
火
器
を
さ
が
し
て
い
る
間
に

火
は
ど
ん
ど
ん
拡
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
貯
水
池
が
水
不
足

な
の
で
、
防
火
用
水
を
設
け
、
い

つ
で
も
消
火
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
い
て
下
さ
い
。

■
　
夜
、
寝
る
と
き
は
必
ら
ず
火

の
あ
と
始
末
を

戸
じ
ま
り
と
同
時
に
、
火
の
始

末
も
忘
れ
ず
に
し
て
下
さ
い
。

■
　
貴
重
品
は
、
ま
と
め
て
お
い

て
、
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

火
事
が
お
き
て
し
ま
っ
た
ら

(
1
)
　
火
事
が
お
き
た
ら
、
あ
わ
て

ず
に
一
一
九
番
へ
電
話
す
る
。

(
2
)
　
男
は
消
火
器
や
バ
ケ
ツ
で
火

を
消
す
。

(
3
)
　
女
は
子
供
や
老
人
を
安
全
な

場
所
に
連
れ
て
ゆ
く
。

中学
生火 炎予 防弁論 大会

千
住
・
西
新
井
の
各
消
防

署
で
は
、
火
災
予
防
運
動
の

一
つ
と
し
て
、
中
学
生
の
火

災
予
防
弁
論
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
体
験
か
ら
得
た
火

災
の
恐
ろ
し
さ
や
、
身
近
か

な
火
災
予
防
の
問
題
な
ど
に

熱
弁
を
ふ
る
い
、
千
住
消
防

所
管
内
で
は
、
新
田
中
学
校

二
年
生
、
千
葉
治
衣
さ
ん
の

「
火
災
を
な
く
そ
う
」
が
第

一
位
、
ま
た
、西
新
井
消
防

署
管
内
で
は
、第
四
中
学
校

一
年
生
、
平
山
芳
昭
君
の
「
防

火
対
策
に
つ
い
て
」
が
第
一
位

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
千
葉
さ
ん
と
平
山
君

は
十
一
月
十
九
日
に
行
な
わ
れ

た
第
六
消
防
方
面
の
弁
論
大
会

に
出
場
し
、
二
人
と
も
三
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

写
真
は
千
住
消
防
署
の
火
災

予
防
弁
論
大
会
で
熱
弁
を
ふ

る
う
弁
士
た
ち

中
学
校
に

ミ
ル
ク
給
食
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

小
学
校
で
は
、
給
食
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、中
学
校
で
も
完
全

給
食
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

ま
ず
ミ
ル
ク
給
食
を
始
め
ま
し

た
。

足
立
区
で
は
、
国
や
都
の
方
針

ど
お
り
、
十
一
月
二
十
五
日
か
ら

中
学
校
に
ミ
ル
ク
給
食
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
給
食
の
内
容
は
一
回
当
り
、

脱
脂
粉
乳
三
五
グ
ラ
ム
、バ
タ
ー

一
グ
ラ
ム
、砂
糖
一
・
五
グ
ラ
ム

を
入
れ
、で
き
あ
が
り
二
三
〇
c
c

(
約
一
合
三
勺
)
と
な
り
ま
す
。

こ
の
経
費
の
基
準
は
一
人
一
回

約
二
円
で
、
月
額
四
〇
円
位
と
な

り
ま
す
が
、
学
校
に
よ
っ
て
は
、

砂
糖
・
バ
タ
ー
な
ど
を
加
え
ま
す

の
で
多
少
高
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
給
食
の
費
用
で
お

困
り
の
か
た
に
は
、
事
情
を
お
き

き
し
て
、
援
助
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
、
こ

の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

通
学
路
標
識

設
置
の
お
知
ら
せ

通
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
安
全

を
図
る
た
め
、
各
学
校
ご
と
の
通

学
路
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
通
学
路
に
、
カ
ッ
ト
の
「

通
学
路
標
識
」
が
設
置
さ
れ
ま

す
。標

識
は
正
三
角
形
(
八
〇
糎
)

黄
橙
の
地
に
黒
字

自
衛
官
募
集

年
賀
状
は
―

―
お
は
や
め
に

年
末
年
始
に
か
け
て
郵
便
物

が
殺
到
し
ま
す
が
、
早
く
お
て

も
と
に
届
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
次
の
こ

と
に
ご
協
力

下
さ
い
。

○
年
賀
郵
便

は
必
ら
ず
十

二
月
二
十
二

日
ま
で
に

○
年
賀
状
は
、
足
立
区
内
と
そ

の
他
の
地
方
と
に
分
け
る

○
小
包
郵
便
は
十
二
月
十
五
日

ま
で
に

○
あ
て
名
は
正
し
く

○
戸
ご
と
に
表
札
や
、
番
地
札

を
は
っ
き
り
出
す○

郵
便
受
箱

を
備
え
付
け

る
な
お
、
私

製
は
が
き
の

年
賀
状
は
、
年
賀
状
に
ふ
さ
わ

し
い
「
特
別
意
匠
入
り
料
金
別

納
印
」
が
で
き
ま
し
た
か
ら
ご

利
用
下
さ
い
。

区民相談の―

―ご 案 内
法
律
相
談
―
毎
月
第

三
木
曜
日
・
産
業

振
興
館

毎
月
第
三
水
曜
日

梅
島
支
所

教
育
相
談
―
毎
週
月

水
・
金
曜
日
・
千

寿
第
四
小
学
校
内

教
育
相
談
所

税
務
・
経
理
・
経
営
・
保
護
一
般

相
談
―
毎
週
木
曜
日
(
第
三
木
曜

日
を
除
く
)
・
産
業
振
興
館

結
婚
相
談
―
毎
日
(
土
曜
半
日
・

日
曜
祭
日
は
休
み
)
産
業
振
興

館
人
権
身
の
上
相
談
―
毎
月
二
十
二

日
(
当
日
が
日
曜
日
の
と
き
は

月
曜
日
)
産
業
振
興
館

中
小
企
業
相
談
―
毎
日
(
土
曜
半

日
・
日
曜
祭
日
は
休
み
)
足
立

区
役
所
経
済
課
内
、
申
小
企
業

相
談
所
足
立
支
所
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第
一
種
・
二
種
の

都
営
住
宅
申
込
受
付
は
じ
ま
る

12月10日

～13日

昭
和
3
8年
第
三
回
の
都
営
住
宅

の
申
込
み
受
付
け
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

一
、申
込
受
付
期
間
―
昭
和
3
8年
1
2

月
1
0日
か
ら
1
3日
ま
で

一
、受
付
場
所
―
足
立
区
役
所

梅
島
支
所

一
、団
地
戸
数
―
一
種
一
、
二
四

九
戸
、
二
種
一
、
一
九
九
戸
。

な
お
、
今
回
は
一
・
二
種
同
期

間
中
に
受
付
け
ま
す
。
ま
た
第
二

種
の
申
込
み
に
は
、
お
米
の
通
帳

が
必
要
で
す
が
、
今
回
に
限
り
、

新
し
い
通
帳
で
も
古
い
通
帳
で
も

さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
一
種
は
建
築
課
・

二
種
は
民
生
課
ま
た
は
、
支
所
庶

務
課
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

人
権
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う

人
権
身
の
上
相
談

あ
な
た
は
、
自
分
の
人
権
が
犯

さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
こ
と
は
、

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
う
い
う
と
き

は
、
ぜ
ひ
、
近
く
の
人
権
擁
護
委

員
の
と
こ
ろ
に
、
お
出
か
け
下
さ

い
。
委
員
は
、
そ
の
取
扱
っ
た
事

件
に
つ
い
て
、
秘
密
を
守
る
義
務

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
安
心
し
て
相

談
で
き
ま
す
。
お
互
い
の
自
覚
で

人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
明
る
い
平

和
な
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う

。

足
立
区
で
は
、
毎
月
二
十
二
日

の
午
後
一
時
～
四
時
ま
で
、
産
業

振
興
館
の
相
談
室
に
お
い
て
、「
人

権
身
の
上
相
談
所
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

費
用
は
一
切
無
料
で
す
。

お
問
い
会
わ
せ
は
、足
立
区
役

所
民
生
課
福
利
係
　
(
8
8
8
)
二
一
五
一

助
け
合
う
心
が
つ
く
る

明

る
い
足

立

―
歳
末
助
け
合
い
運
動―

生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
や
、

留
守
家
族
、
ま
た
は
養
老
院
や
、

健
全
の
家
な
ど
の
施
設
に
い
る
人

た
ち
に
、
少
し
で
も
、
年
の
瀬
を

越
す
資
金
の
た
し
に
し
て
も
ら
お

う
と
、
足
立
区
厚
生
援
護
会
と
足

立
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
歳
末

助
け
合
い
運
動
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、こ
と
し
で
十
一
年
目
、

い
ろ
い
ろ
な
関
係
機
関
や
、
団
体

の
協
力
を
得
て
、
ま
す
ま
す
こ
の

運
動
が
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
募

金
の
方
法
は
、
出
張
所
を
単
位
と

し
て
、
町
会
や
、
自
治
会
な
ど
で

区
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
金
し
て

い
ま
す
。

募
金
の
目
標
額
は
、
前
年
よ
り

二
十
一
万
円
増
え
て
、
百
九
十
一

万
三
千
円
で
す
。
こ
れ
を
、
十
万

千
七
百
四
十
九
世
帯
に
、
一
世
帯

当
り
、
十
八
円
八
十
銭
の
割
で
募

金
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、こ

の
助
け
合
い
運
動
に
、
ご
協
力
下

さ
い
。
集
め
ら
れ
た
お
金
は
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
や
、

留
守
家
族
に
は
、
一
世
帯
五
百
円

廃
品
の
拾
集
を
し
て
い
る
世
帯
、

養
老
院
の
お
年
寄
や
健
全
の
家
の

児
童
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
百
円
づ

つ
、
ま
た
、
簡
易
保
育
所
の
児
童

に
は
、
一
人
三
百
円
づ
つ
、
十
二

月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の

間
に
贈
ら
れ
ま
す
。

「
公
給
領
収
書
」
を

受
け
と
っ
て
い
ま
す
か

あ
な
た
が
、
料
理
店
、
飲
食
店

バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
や
、
旅
館
な

ど
を
、
ご
利
用
に
な
っ
た
と
き
支

払
う
代
金
の
一
部
を
「
料
理
飲
食

等
消
費
税
」
と
し
て
間
接
的
に
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
、
い
く
ら
税
金
を
納

め
た
か
を
書
い
て
あ
る
の
が
、「
公

給
領
収
書
」
で
す
。

こ
れ
を
受
け
と
る
こ
と
に
よ
り

正
し
い
代
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
納
税
が
ス
ム
ー
ス
に
行

な
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
進

ん
で
「
公
給
領
収
書
」
を
受
け
と

り
ま
し
ょ
う
。

結
婚
式
の
予
約
は

お
早
め
に
ど
う
ぞ

区
立
の
結
婚
式
場
は
区
役
所

と
な
り
の
産
業
振
興
館
と
西
新

井
大
師
前
の
青
年
館
に
あ
り
ま

す
が
、
二
カ
所
と
も
披
露
宴
会

場
、
写
真
場
な
ど
が
完
備
し
て

お
り
、
こ
ま
か
い
こ
と
ま
で
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
振
興
館
で
は
、

未
婚
の
方
の
た
め
に
、
よ
い
お

相
手
を
紹
介
す
る
結
婚
相
談
所

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

い

。

産
業
振
興
館
　
8
8
1
一
六
六
八

一
六
八
九

青
年
館
　
　
　
8
8
7
○
○
六
一

演劇・舞踊・講演

記 念 集 会 に

文 化 会 館

千住栄町61　( 886) 8860

戦
没
者
遺
族
(
未
亡
人
)
へ

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
現
在

再
婚
し
て
い
な
い
戦
没
者
(
昭
和

十
二
年
七
月
七
日
以
後
死
亡
)
の

妻
で
現
在
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方
に
、

特
別
給
付
金
(
二
十
万
円
国
債
)

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
手
続
き

を
し
て
い
な
い
方
は
左
記
へ
お
問

合
せ
下
さ
い
。

足
立
区
役
所
民
生
課
福
利
係

(
8
8
8
)
二
一
五
一

梅
島
支
所
庶
務
課
区
民
係

(
8
8
6
)
三
一
六
五

商
工
名
鑑
の
作
成
に

ご
協
力
下
さ
い

区
内
商
工
業
者
の
実
態
を
全
国

に
紹
介
し
、
そ
の
発
展
を
は
か
る

た
め
、
商
工
係
で
は
、
い
ま
商
工

名
鑑
を
作
成
準
備
中
で
す
。

業
種
、
名
称
、
電
話
、
そ
の
他

わ
か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
問
合
せ

の
往
復
ハ
ガ
キ
を
出
し
ま
す
。

ハ
ガ
キ
を
受
け
た
方
は
、
記
入

の
上
、
必
ず
期
日
ま
で
に
返
送
下

さ
い
。
　

経
済
課
商
工
係

二
年
間
使
え
ま
す

3
9年
度
の
お
米
の
通
帳

い
ま
ま
で
は
、
一
年
ご
と
に
通

帳
を
発
行
し
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど

の
新
ら
し
い
お
米
の
通
帳
か
ら
、

二
年
間
(
昭
和
四
十
年
十
一
月
三

十
日
ま
で
)
使
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
た
い
せ
つ
に
使
っ

て
下
さ
い
。

―青 色 申 告 を お す す め し ま す―

事業の内容を帳簿にのせ、これによ

って所得を計算して申告する青色申
告には数々の特典があります。税金

が軽い上に、自分の事業をその記録
から反省し、発展をはかることがで

きます。このような青色申告の利点

を、区民の皆さんに知っていただき
一人でも多くの人が青色申告をされ
るよう望んでいます。

―足立税務署―
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冬 の 健 康

い
ま
流
行
の

し
ょ
う
こ
う
熱
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

こ
と
し
の
十
一

月
末
で
、
し
ょ
う

こ
う
熱
に
か
か
っ

た
人
は
、
足
立
区

内
に
五
十
八
人
ほ

ど
い
ま
す
が
、こ

の
病
気
は
「
せ
き

」
や
「
つ
ば
」
と

い
っ
し
ょ
に
飛
び

散
っ
て
、
ま
わ
り

の
人
々
に
吸
い
こ

ま
れ
る
た
め
、
人
ご
み
の
多
い
都

会
地
に
多
く
発
生
し
ま
す
。季
節

的
に
は
一
年
中
み
ら
れ
ま
す
が
、

冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
寒
い
時
期

に
多
い
伝
染
病
で
す
。
お
と
な
で

も
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
こ
ど
も
さ
ん
で
特
に

五
才
か
ら
十
才
く
ら
い
が
一
番
危

険
で
す
。◇

　
　
　
　
◇

症
状
と
し
て
は

○
は
じ
め
急
に
「
さ
む
け
」
が
し

て
三
十
八
度
か
ら
四
十
度
の
高
い

熱
が
出
る
。

○
頭
痛
や
の
ど
の
痛
み
が
あ
り
、

の
ど
は
赤
く
は
れ
て
、
も
の
を
飲

み
こ
め
な
く
な
る
。

○
一
日
か
二
日
の
う
ち
に
赤
く
、

こ
ま
か
い
発
し
ん
が
、く
び
か
ら

胸
、
腹
部
の
順
に
ひ
ろ
が
っ
て
、

全
身
が
赤
く
な
る
が
、
顔
に
は
少

く
な
い
。

○
舌
に
赤
い
ブ
ツ
ブ
ツ
が
で
き

て
、
い
ち
ご
の
よ
う
に
み
え
る
。

○
熱
は
四
、
五
日
ぐ
ら
い
続
き
、

熱
が
下
っ
て
く
る
と
、
こ
ま
か
く

皮
が
む
け
る
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ

た
ら
、
す
ぐ
近
く
の
保
健
所
へ
連

絡
し
て
下
さ
い
。こ
の
病
気
だ
け

で
死
亡
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、
無
理
を
す
る

と
、
じ
ん
臓
炎
や
、
中
耳
炎
も
起

こ
す
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
人
に

も
伝
染
す
る
の
で
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
　
　
　
　
◇

手
当
の
方
法
は

静
か
に
や
す
ま
せ
、
口
の
中
を

清
潔
に
し
て
、
早
く
医
者
に
み
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
病
気
は
法
定
伝
染
病
の
一

種
な
の
で
、
か
か
っ
た
と
き
は
、

必
ら
ず
伝
染
病
院
へ
入
院
し
、
専

門
的
な
治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◇
　
　
　
　
◇

―
―
予
防
の

た
め
の
注
意
―
―

○
ふ
だ
ん
か
ら
過
労
を
さ
け
、
栄

養
を
と
っ
て
抵
抗
力
を
弱
め
な
い

よ
う
に
し
て
お
く
。

○
な
る
べ
く
患
者
や
保
菌
者
に
近

づ
か
な
い
。

○
こ
ど
も
を
人
ご
み
の
中
に
つ
れ

て
行
か
な
い
。

○
マ
ス
ク
を
か
け
る
。

○
外
か
ら
帰
っ
た
た
と
き
は
、
忘

れ
ず
に
、
う
が
い
を
す
る
。

■
　
こ
の
病
気
に
対
し
て
は
予
防

注
射
を
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

保健所の

電 話番号は

足立保健所　886―5141

千住保健所　888―4277

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予

防
と
手

当

こ
と
し
の
冬
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

次
の
予
防
と
手
当
を
、
よ
く
読

ん
で
流
行
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
は
こ
う
し
て

1
　
せ
き
を
し
て
い
る
患
者
に
近

づ
か
な
い
。

つ
ば
は
三
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
飛

び
ま
す
か
ら
、
な
る
べ
く
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
　
で
き
る
だ
け
人
ご
み
の
中
に

出
入
し
な
い
。

は
や
っ
て
い
る
と
き
に
は
、必
要

以
外
の
外
出
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

3
　
外
出
か
ら
帰
っ
た
時
な
ど
は

う
が
い
を
忘
れ
ず
に
。

番
茶
か
水
で
も
け
っ
こ
う
で
す

か
ら
、
の
ど
の
奥
の
方
を
洗
う
。

4
　
過
労
を
さ
け
、
栄
養
を
た
く

さ
ん
と
る
。

か
ら
だ
の
抵
抗
が
弱
っ
た
と
き

に
か
か
り
や
す
い
。
日
光
に
も
、

で
き
る
だ
け
親
し
む
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

5
　
冬
で
も
窓
を
と
き
ど
き
あ
け

て
空
気
を
入
れ
か
え
る
。

し
め
き
っ
た
部
屋
の
中
で
は
、

ど
う
し
て
も
ほ
こ
り
が
立
ち
ま
す

過
度
の
暖
房
も
か
え
っ
て
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。

6
　
予
防
注
射
を
う
け
て
お
く

千
住
保
健
所
で
は
毎
週
金
曜
日

の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
ま

で
、
足
立
保
健
所
で
は
毎
週
土
曜

日
の
午
前
九
時
か
ら
十
時
三
十
分

ま
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
行
な
っ
て
ま
す
。
費
用

は
、
お
と
な
が
百
円
、
こ
ど
も
は

五
十
円
で
す
。
ま
た
近
所
の
医
者

で
も
行
な
っ
て
ま
す
。

手
当
の
方
法
は

1
　
安
静
第
一
、
す
ぐ
医
者
に

他
の
病
気
に
も
か
か
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
安
静
に
し

て
早
く
医
者
に
み
て
も
ら
う
。

2
　
使
用
し
た
タ
オ
ル
や
食
品
な

ど
は
煮
沸
す
る
。

鼻
汁
や
た
ん
は
チ
リ
紙
に
と
っ

て
焼
き
、衣
類
や
フ
ト
ン
は
日
光

に
あ
て
、
十
分
か
わ
か
す
。

3
　
せ
き
の
出
る
間
は
マ
ス
ク
を

か
け
る
。

ハ
ン
カ
チ
、
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
で

口
を
お
お
っ
て
人
に
う
つ
さ
な
い

よ
う
に
す
る
。

4
　
患
者
の
病
室
は
別
に
す
る
。

家
族
の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う

に
、つ
い
た
て
や
カ
ー
テ
ン
で
し

き
る
。

5
　
熱
が
下
っ
て
も
二
、
三
日
は

静
か
に
や
す
む

食
物
は
消
化
の
よ
い
、
栄
養
の

高
い
も
の
を
食
べ
る
。
ま
た
、
静

か
に
や
す
み
、
再
発
し
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
る
。

ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト

教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

こ
と
し
も
、
ス
キ
ー
・
ス
ケ

ー
ト
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し

た
。足

立
区
教
育
委
員
会
で
は
、

毎
年
二
回
、
ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー

ト
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す

の
で
申
込
み
下
さ

い
。

ス
キ
ー
教
室

第
一
次
　
期
日

昭
和
三
十
九
年
一
月
二
十
三
日

～
二
十
六
日
(
三
泊
四
日
)

場
所
　
新
潟
小
出
ス
キ
ー
場

会
費
　
三
千
九
百
円
　
定
員

百
七
〇
名

第
二
次
　
期
日
　
昭
和
三
十
九

年
二
月
二
十
日
～
二
十
三
日
(

三
泊
四
日
)
　
場
所
　
長
野
県

菅
平
ス
キ
ー
場
会
費
　
四
千
三

百
円
　
定
員
　
百
三
十
五
名

な
お
申
込
は
定
員
に
な
り
次

第
〆
切
り
ま
す
の
で
、お
早
め

に
申
込
み
下
さ
い
。

ス
ケ
ー
卜
教
室

第
一
次
　
期
日
　
昭
和
三
十

九
年
一
月
十
八
日
～
十
九
日

(
一
泊
二
日
)
　
場
所
　
日
光

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
　
会
費
千
七

百
五
十
円
　
定
員
　
百
五
十
名

第
二
次
　
期
日
　
昭
和
三
十

九
年
二
月
九
日
～
十
日
　
場
所

軽
井
沢
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
　
会

費
　
千
九
百
五
十

円
　
定
員
　
百
名

定
員
に
な
り
次
第

〆
切
り
ま
す
。

な
お
、ス
キ
ー
教

室
・
ス
ケ
ー
ト
教

室
と
も
、受
付
場
所
は
、足
立

区
千
住
一
丁
目
五
○
番
地
、教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
係

で
す
。☆

　
　
☆
　
　
☆


